
（様式２－２）

鳴瀬川流域下水道及び吉田川流域下水道に係る指定管理者の指定について

１ 施設概要

施設名 鳴瀬川流域下水道及び吉田川流域下水道

所在地 大崎市鹿島台木間塚字新三ツ屋１６０及び黒川郡大和町鶴巣下草字作内田９３

２ 募集期間

  平成３０年７月２７日から平成３０年８月２０日まで

３ 応募団体（１団体）

  みやぎ流域下水道施設管理運営共同事業体 

構成員 一般財団法人宮城県下水道公社 

株式会社ウォーターエージェンシー 

４ 審査日程

第一次審査（書類審査）  平成３０年８月２１日から平成３０年９月１９日まで

第二次審査（ヒアリング） 平成３０年９月４日

５ 審査方法

平成３０年９月１９日に宮城県流域下水道指定管理者選定委員会を開催し，公の施設の指定

管理者の指定の手続等に関する条例第３条に規定する選定基準により，下記の項目について審

査を行い候補者を選定した。

審査項目 審査の視点 配点

申請者の経歴及び能力

イ 申請者の経歴，業務実績，経営基盤の安定性
ロ 業務責任者及び業務主任者となる予定者の資格，経

歴，業務実績
ハ 業務を行うに当たっての組織体制
ニ 業務を行うに当たって，独自の発想に基づく提案

８０点

計画内容の実現性

イ 募集要項に示した業務の計画への反映
ロ 計画内容についての手法等の的確性
ハ 計画内容について具体性及びその実現性
ニ 計画内容についての独自性
ホ 経費の節減方法における工夫と実効性

８０点

支出計画
イ 管理に要する経費
ロ 経費算出の合理性 ４０点

合計 ２００点

６ 選定委員の氏名等 

氏   名 所属・職

委員長 大 村 達 夫 東北大学未来科学技術共同研究センター・教授

委 員 佐々木 郁 子 東北学院大学経営学部教授

委 員 金 子 昭 人 日本下水道事業団東北総合事務所長

委 員 柳   雅 裕 仙台市建設局下水道経営部長

委 員 菅   秀 昭 石巻市建設部下水道管理課長

委 員 狩 野 淳 一 宮城県土木部下水道課長



７ 採点一覧表

団体名 審査項目 委員Ａ 委員Ｂ 委員Ｃ 委員Ｄ 委員Ｅ 委員Ｆ 摘 要

みやぎ流
域下水道
施設管理
運営共同
事業体

申請者の経
歴及び能力

71 68 71 69 71 71
指定管理者
候補者計画内容の

実現性 66 61 70 64 64 73

支出計画 15 15 15 17 15 13

合  計 152 144 156 150 150 157

８ 指定管理者候補者の提案価格（収支計画）

支出総額 １，４１０，７３９，０００円

９ 指定管理者候補者

団体名 みやぎ流域下水道施設管理運営共同事業体

代表者 一般財団法人宮城県下水道公社 理事長 門傳 淳

所在地 仙台市青葉区堤通雨宮町４番１７号

団体名 一般財団法人宮城県下水道公社

        代表者 理事長 門傳 淳

      所在地 仙台市青葉区堤通雨宮町４番１７号

構成員

団体名 株式会社ウォーターエージェンシー

        代表者 代表取締役 榊原 秀明

所在地 東京都新宿区東五軒町３番２５号

10 指定期間
平成３１年４月１日から平成３３年３月３１日

11 選定理由
下水道は県民生活に重大な影響を及ぼすおそれがあるため，安定的で確実な管理運営が求

められる。

上工下水一体管理運営（みやぎ型管理運営方式）が平成 32 年度中の事業開始を予定して
いるため，次期指定管理期間は 2 年となり，施設を熟知している現指定管理者による管理運
営が最もリスクが少なく，次期指定管理期間が２年なので「新たに申し込む団体にとって，

期間が短いのでメリットがない。

継続運営により，ノウハウを蓄積している現指定管理者の PDCA サイクルによる効率的運
営を最初から発揮できる。以上のことから，2 年の非公募とした。
申請者の経歴及び能力については，これまでの指定管理者としての実績等から十分な能力が

あると認められた。

計画内容の実現性については，特に，異常時・緊急時の対応，施設の運転管理，処理場設備

の維持管理（保守，点検，修繕）及び，水質管理・汚泥管理に関する計画において，内

容，手法の的確性，具体性，実現性があると認められた。

以上のことから，指定管理者として施設の管理運営を適切に実施し得る団体として選定し

た。

12 指定管理者の指定
宮城県流域下水道指定管理者選定委員会の審査結果を踏まえ，上記９の指定管理者候補者

は，平成３０年１１月県議会の議決を経た上で，平成３０年１２月１７日に指定管理者に指定

した。


